(随想)開業医の雑感 by 藤田, 幸雄
Title(随想)開業医の雑感
Author(s)藤田, 幸雄












開 業 医 の 雑 感




























官公立病院は所得税を納入 しなくてもよいが,我 々開業医は一般商人と同額(但 し売上げ
の28%が所得であると云 う大蔵省の臨時処置があり多少有利ではあるが)に納税しなけれ





昇給させねばならず,又一方労務管理の叫ばれている今 日,8時 間労働,週 休制は実施 し
なけれぽならず,そ の結果職員の増員にせまられ,人件費の支出が益々多 くなつてくる.
そこで人件費の節約とは院長が効率のよい診捺方針を立てて能率 よく診療を進 め る こ と
と,職員を訓練 して無駄な く.手落なく診察,治療を終了するにあると思 う.例へば一例
をあげてみると,今 ここに初診患老 と再来患者5人 がきておるとすると,先づ初めに血尿
を主訴として来た尿管結石らしい初診患者を診て,早速 レン トゲソ撮影(当院にては76%ウ
ログラフイソ静注後10分で腎孟 と上部尿管を撮 り,次いで更に.5分してバン ドをはつして



































てや り誠意あるムー ドをもつことが病院隆盛の一大要因であ らう.
